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 本論文は，Marcel van der Linden, “The Promise and Challenges of Global Labor History,” International Labor 




（１）　この論文の草稿に対して，同僚のウルベ・ボ スーマ（Ulbe Bosma），カリン・ホフィネ スータ （ーKarin Hofineester），
ヤン・ルカッセン（Jan Lucassen），クリスティーン・モル・ムラタ（Christine Moll-Murata），エリーゼ・ファン・ネー
デルフェーン・メールケルク（Elise van Nederveen Meerkerk）さんがコメントしてくれました。また，この論文は 
オランダ語で書かれ，ユリアーン・ベンディー ン（Jurriaan Bendien）さんが英語に訳してくれました。感謝いたします。
このトピックについて，私はさまざまな角度から論文を書いてきましたが，そのなかの主なものは次のとおりです。
Marcel van der Linden, “The ‘Globalization’ of Labor and Working Class History and Its Consequences,” ILWCH, 
65（2004）：136-56；van der Linden, “Labor History：The Old, the New and the Global,” African Studies, 66
（2007）：1-12；van der Linden, “Labour History Beyond Borders,” in Histories of Labour：National and 


















　変化は別のところでも生じていた。オーストリアでは 1964 年に ITH（Internationale Tagung 
der Historiker der Arbeiterbewegung，労働運動史研究者会議）が結成された。「社会主義」国お
よび資本主義国の労働史家たちが毎年，ITH に集まった。また 1970 年には IALHI（International 




しかし 1970 年代そしてとりわけ 1980 年代には，その数が急増したのである。研究されたのは，ど
ちらかというと「大きな」国であり，また北大西洋地域の国々だった。なかでも合衆国とイギリス
―英語しか話せない研究者でも両国の比較なら可能だ―，フランス，ドイツ，イタリア，ロシ
アなどが比較の対象となった。もっぱら一人で調査していたので，研究対象は（2 か国ないし 3 か
（２）　Friedrich Schiller, “What Is, and to What End do We Study, Universal History,” in Poet of Freedom, vol. Ⅱ, 
trans. Caroline Stephan and Robert Trout（New York, 1988）.
＊トムスンの古典を念頭に置いている。Edward P. Thompson, The Making of the English Working Class（London, 
1963）．（エドワード・P. トムスン著，市橋秀夫・芳賀健一訳『イングランド労働者階級の形成』青弓社，2003 年）。
＊＊ IALHI については『大原社会問題研究所雑誌』702 号（2017 年 4 月）に掲載された榎一江による月例研究会報告
（74 頁）を参照されたい。
（３）　ITH は現在では「労働史・社会史国際会議（International Conference of Labour and Social History）」と呼ば
れている。この会議については次のサイトを参照されたい。http://www.ith.or.at（accessed October 15, 2012）．








向はアフリカやアジアの植民地における独立闘争に励まされ，また 1953 年から 1959 にかけての
キューバ革命にも刺激を受けて活発になった（６）。研究の多くは制度分析であった。例えばマレーシ
アのゴム農園を扱った J. ノーマン・パーマー（J. Norman Parmer）の『植民地の労働政策と行政
（Colonial Labor Policy and Administration）』（1960 年）や，チャールズ・ガンバ（Charles Gamba）
の『マラヤにおける労働組合の起源（The Origins of Trade Unions in Malaya）』（1962 年）など
がそれである。しかしその頃すでに「下から」の視点に立つ研究も現われていた。例えばジャン・
シェノー（Jean Chesneaux）の古典『中国の農民運動，1919 ～ 1927 年（Le mouvement ouvrier 
en Chine de 1919 à 1927）』（1962 年）やギジェルモ・ローラ（Guillermo Lora）の『ボリビア労




（４）　私は次の論文のなかで，比較労働史について概観してみた。“A Bibliography of Comparative Labour History,” in 
Australian Labour and Regional Change：Essays in Honour of R. A. Gollan, eds., Jim Hagan and Andrew Wells
（Rushcutters Bay, NSW［Australia］, 1998）, 117-45. 
（５）　これらのプロジェクトでは，最初のうちは共通点や相違点を強調したが，その理由を十分に明らかにしない傾
向があった。回数を重ねるうち，理由を説明することに力点が置かれるようになった。主なプロジェクトは次の
2 つ で あ る。Sam Davies, et al., eds., Dock Workers 1790-1970. International Explorations in Comparative 
Labour History, 2 volumes（Aldershot, 2000）；and Lex Heerma van Voss, eds., The Ashgate Companion to the 
History of Textile Workers, 1650-2000（Aldershot, 2010）．
 　IISH 以外にも，国際比較の試みが行なわれている。比較される国々は，およそ 6 ないし 12 か国である。例えば
次のような文献がある。Dick Geary, ed., Labour and Socialist Movements in Europe before 1914（Oxford, 1989）；
Stefan Berger and David Broughton, eds., The Force of Labour：The Western European Labour Movement and 
the Working Class in the Twentieth Century（Oxford and Washington, 1995）；Ulla Wikander et al., eds., 
Protecting Women：Labor Legislation in Europe, the United States, and Australia, 1880-1920（Urbana, IL, 
1995）；and Patrick Pasture and Johan Verberckmoes, eds., Working-Class Internationalism and the Appeal of 
National Identity：Historical Debates and Current Perspectives（Oxford and New York, 1998）. 
＊ Global South，アジア，アフリカ，ラテンアメリカなど南の発展途上国。
（６）　第二次世界大戦以前にも，グローバル・サウスにおける労働史について，書物が出版されている。ジュネーヴ
にある国際労働機関の職員ラジャニ・カンタ・ダス（Rajani Kanta Das）は，同じ年に 3 冊の研究書を出した。
Factory Labor in India（Berlin, 1923）；Factory Legislation in India（Berlin, 1923）；and Labor Movement in 
India（Berlin, 1923）．合衆国の歴史家マージョリー・ルース・クラーク（Marjorie Ruth Clark）は Organized Labor 

























　■すでに 2005 年には，インド労働史学会（Association of Indian Labour Historians）が『グロー
バル・レイバー・ヒストリーに向けて―新たな比較研究』と題する国際会議を開いた。そこで報
告されたペーパーの一部は 2009 年に書物として刊行された（７）。
　■ 2006 年 9 月，ITH の総会が政策文書を採択した。この文書は，「ITH はグローバル・レイ
バー・ヒストリー，すなわち賃労働者，奴隷，分益小作農，そしてその組織やそれに連帯する社会
運動のグローバル・ヒストリーに焦点を当てる」と述べた（８）。





　■ブラジルの労働史研究ネットワーク「労働世界（Revista Mundos do Trabalho）」は，2009 年
の電子ジャーナル創刊号で，GLH の重要性を説く「労働史―旧・新そしてグローバル」という
（７）　Marcel van der Linden and Prabhu Mohapatra, eds., Labour Matters：Towards Global Histories（New Delhi, 
2009）. 









（Arbeitskreis Moderne Sozialgeschichte）」は，2010 年と 2011 年に GLH に関する討論を組織した。
　■ 2011 年はじめに新リスボン大学で「20 世紀のストライキと社会紛争」と題する大きな会議が
開かれた。これが契機となり，社会紛争の歴史についてのグローバルな研究が組織されることになり，
また審査付きの電子ジャーナルがブラジルのカンピナス（Campinas）で刊行されることになった。
　■イタリアの『過去と現在（Passato e Presente）』誌は，最近，GLH に関する活動とその国際的
反響について，力のこもった学界展望を掲載した（１０）。また GLH についてのイタリア語の論集が今
年出版される（１１）。






北アメリカ労働者階級史研究（Labor：Studies in Working-Class History of the Americas）』誌は，
『レイバー・ヒストリー』誌のなかから 2004 年に誕生したのだが，カナダやラテンアメリカからも
編集者を指名した。『労働』誌に集う人びとは，「労働者，国民国家そしてその彼方へ（Workers, 
the Nation-State, and Beyond）」と題する国際会議を，「南北アメリカの労働史（Labor History 




（９）　Marcel van der Linden, “História do Trabalho：o velho, o novo e o global” Revista Mundos do Trabalho, 1
（2009）, 11-26. また次のサイトも参照されたい。http：//www.periodicos.ufsc.br/index.php/mundosdotrabalho/issue/
view/1130（accessed October 15, 2012）.
（１０）　Christian de Vito, “La proposta della Global labour history nell’era della ‘globalizzazione’,” Passato e 
Presente, No.85（January -- April 2012）, 177-188.
（１１）　Christian de Vito（ed.）, Global Labour History. La storia del lavoro al tempo della globalizzazione, Verona, 
2012.
（１２）　そのうちの何本かは次の書物に収録されている。Leon Fink, ed., Workers Across the Americas：The 

































































（１４）　Walter Rodney, A History of the Upper Guinea Coast（City, 1970）；Rodney, A History of the Guyanese 
Working People, 1881-1905（Baltimore, 1981）．［これらの書物について翻訳はないが，Rodney, How Europe 
Underdeveloped Africa（原著 1972 年）が北沢正雄によって『世界資本主義とアフリカ―ヨーロッパはいかにア
フリカを低開発したか』（柘植書房，1978 年）として翻訳されている。］
（１５）　より詳しくは，拙著の第 13 章をご覧いただきたい。Workers of the World（Leiden, 2008）, 287-318.
（１６）　Michael Werner and Bénédicte Zimmermann, eds., De la comparaison à l’histoire croisée（Paris, 2004）；
Michael Werner and Benedicte Zimmermann, “Beyond Comparison：Histoire Croisée and the Challenge of 
Reflexivity,” History and Theory, 45（2006）：30-50.






































































Mazlish, “Introduction to Global History,” in Bruce Mazlish and Ralph Buultjens, eds., Conceptualizing Global 
History（Boulder, 1993）, 3. 
（２０）　私はソ連や中華人民共和国などの「社会主義」社会が広義の資本主義文明の内部にあると考えている。私見
では，これらの国々は「資本主義国」ではないものの，その盛衰は世界資本主義のなかで展開するものでしかな
い。私は資本主義について，次の書物の第 16 章で定義した。Workers of the World（Leiden, 2008）．また，ソ連
型社会についての見解は次の書物で述べた。Western Marxism and the Soviet Union（Leiden, 2007）．

























（２２）　アフリカについてヴィック・アレン（Vic Allen）は 40 年ほど前に次のように書いている。「労働者階級の圧
倒的多数が生存維持に追われている社会では，また男や女や子供がそれまでのとは別の生活の糧を求めざるをえな
い社会では，ルンペン・プロレタリアートとそれ以外の労働者階級とを区別するのがほとんど不可能である。」V. 




＊＊ 著者は『世界の労働者』のなかで，subaltern classes について次のように述べている。「資本家と地主の他に，
正統マルクス主義は資本主義に 5 つのサバルタン階級ないし準階級（semi-classes）があるとしている。すなわち
……自由な労働者，……小ブルジョアジー，……自営業者，……奴隷，そして……ルンペン・プロレタリアートで
ある」（Linden, Workers of the World, p.20）。この引用からも明らかなように，この論文では「サバルタン」とい
う用語が，資本主義社会における「従属的階級」という意味で用いられている。
（２３）　Jan-Georg Deutsch, Emancipation without Abolition in German East Africa c.1884-1914（Oxford, 2006）, 
71-72. 
（２４）　次の論文がこの領域を切り拓いた。Silvia Hunold Lata, “Escradivão, cidadania e história do trabalho no 
Brasil,” Projeto História, 16（1998）：25-38．また次の重要なケーススタディーも参照されたい。João José Reis, 
“‘The Revolution of the Ganhadores’：Urban Labour, Ethnicity and the African Strike of 1857 in Bahia, 



























（２５）　Hugh Tvnker, A New System of Slavery：The Export of India Labour Overseas, 1830-1920（London, 1974）. 
（２６）　次の論文が見事なサーヴェイを行なっている。David Andrew Roberts, “The ‘Knotted Hands that Set Us 
High’：Labour History and the Study of Convict Australia,” Labour History［Sydney］，100（2011）：33-50.
（２７）　次の論文を参照されたい。Alan McKinlay, “From Industrial Serf to Wage-Labourer：The 1937 Apprentice 
Revolt in Britain,” International Review of Social History, 31（1986）：1-18. 比較史研究として次のものがある。
Robert J. Steinfeld, The Invention of Free Labor：The Employment Relation in English and American Law and 
Culture, 1350-1870（Chapel Hill, 1991）；Douglas Hay and Paul Craven, eds., Master, Servants, and Magistrates 
in Britain and the Empire, 1562-1955（Chapel Hill, 2004）；Alessandro Stanziani, ed., Le travail contraint en 
Asie et en Europe：XVII = XXe siecles（Paris, 2010）. 
（２８）　次の論文を参照されたい。J. Mark Ramseyer, “Indentured Prostitution in Imperial Japan：Credible 
Commitments in the Commercial Sex Industry,” Journal of Law, Economics, and Organization, 7（1991）：89-
116；Alain Faure, “Sordid Class, Dangerous Class? Observations on Parisian Ragpickers and Their Cités During 
the Nineteenth Century,” in Shahid Amin and Marcel van der Linden, eds., “Peripheral” Labour? Studies in the 
History of Partial Proletarianization（Cambridge, 1996）, 157-76.





























（３０）　この定義は次の文献と実質的に同じである。Charles and Chris Tilly, “Work includes any human effort 
adding use value to goods and services,” in Charles Tilly and Chris Tilly, Work Under Capitalism（Boulder, CO, 
1998），22. 私はマルクスの「使用価値」概念をこの文脈では用いないでおく。というのも，使用価値は交換価値す
なわち価格の対概念であって，商品化された労働にしか適用されないものとなるからである。
（３１）　イギリスのノッティンガム大学の歴史学教授ディック・ガーリー（Dick Geary）は，“Labour in Slave and 
Non-Slave Societies：Brazil and Europe in the 18th and 19th Centuries” をテーマとする，通称リーヴァヒュウム
調査交流（Leverhulme Research Interchange）を 2002 年に創始した。このプロジェクトの目的は，テーマを決
めて労働史家と奴隷史家との対話を行なうことである。そのひとつの成果として次の書物がある。Douglas Cole 
Libby and Júnia Ferreira Furtado, eds., Trabalho livre, trabalho escravo：Brasil e Europa, séculos ⅩⅦ e ⅪⅩ































（３２）　Marx, Grundrisse（Harmondsworth, 1973），464. ［訳出するにあたっては，高木幸二郎監訳『経済学批判要綱』
（大月書店，1961 年），第 3 分冊・400 頁および資本論草稿集翻訳委員会訳『マルクス資本論草稿集 2（1857-58 年
の経済学草稿 2）』（大月書店，1993 年），106 頁を参照した。］
（３３）　Rakesh Bhandari, “The Disguises of Wage-Labour：Juridical Illusions, Unfree Conditions and Novel 
Extensions,” Historical Materialism, 16（2008）：71-99, 引用 96. また次の論文も参照されたい。Rakesh 
Bhandari, “Slavery and Wage Labor in History,” Rethinking Marxism, 19（2007）：396-408；Jairus Banaji, 


















部分ですら，その人数が大雑把に推論されたにすぎない（３６）。19 世紀と 20 世紀については比較的多
くのデータが利用できるのだが，それ以前については，互いに比較できるよう整備されたデータ
セットを揃えるのは極めて難しい。
　とはいうものの，「労働関係史グローバル共同研究（Global Collaboratory on the History of 




（３５）　例えば次の文献がそうである。Peter Linebaugh and Marcus Rediker, The Many-Headed Hydra. 
（３６）　先行的な研究は次のとおりである。Paul Bairoch and J. M. Limbor, “Changes in the Industrial Distribution 
of the World Labour Force, by Region, 1880-1960,” International Labour Review, 98（1968）：311-36；Paul 
Bairoch, “Structure de la population active mondiale de 1700 à 1970,” Annales E.S.C., 26（1971）：960-76；Deon 








のカテゴリーと区別される。6 歳以下と 75 歳以上の人びと，障害者，生徒・学生，金利生活者など働かなくても
良い裕福な人びと，失業者などが含まれる。［Karin Hofmeester, Jan Lucassen, Leo Lucassen, Rombert Stapel, 
and Richard Zijdeman, “The Global Collaboratory on the History of Labour Relations, 1500-2000：Background, 




てきた。これは 2007 年から始まったもので，6 つの大陸の研究者が集まり，1500 年，1650 年，

























（Netherlands Organization for Scientific Research（NWO））およびドイツのゲルダ・ヘンケル財団（Gerda Henkel 
Foundation）の資金援助を受けた。
（３８）　この分野を切り拓いたのはイマニュエル・ウォーラーステインである。Immanuel Wallerstein, Modem World 
System, vols. Ⅰ and Ⅱ（New York, 1974 and 1980）．（川北稔訳『近代世界システム 1，2』岩波書店，1981 年）。
労働史研究者たちがこの作品をどう見ているかについては，Marcel van der Linden, Workers of the World の第
13 章を参照されたい。 
（３９）　Gerald D. Feldman and Klaus Tenfelde, eds., Workers, Owners and Politics in Coal Mining：An 
International Comparison of Industrial Relations（New York, 1990）；Sam Davies et al., eds., Dock Workers；
Heerma van Voss et al., eds., Ashgate Companion to Textile Workers. アムステルダムの社会史国際研究所のイニ
シァティヴによって，次のプロジェクトが行なわれた。造船（コーディネーター Raquel Varela），煉瓦製造（同


































（４１）　Marcel van der Linden, Workers of the World（Leiden, 2008）, 372-77. 
（４２）　Ben Selwyn, “Beyond Firm-Centrism：Re-integrating Labour and Capitalism into Global Commodity Chain 
Analysis,” Journal of Economic Geography, 12（2012）, 205-26, 引用 205. 
（４３）　Fritz Sternberg, Der Imperialismus（Berlin, 1926）；Arghiri Emmanuel, L’échange inégal. Essais sur 


















けではない（４７）。他方，次の 3 つのことが明らかになってきた。第 1 に，北部大西洋以外の地域（と
（４４）　エドナ・ボナシチ（Edna Bonacich）らによる「分割労働市場論（split labor market theory）」を支持する人
もいるかもしれない。次の明快な論考を参照されたい。Edna Bonacich, “The Past, Present, and Future of Split 
Labor Market Theory,” Research in Race and Ethnic Relations, 1（1979）：17-64. 
（４５）　このトピックは次の論文によって切り拓かれた。Adam McKeown, “Global Migration, 1846-1940,” Journal of 
World History, 15（2004）：155-89. 次の書物はグローバル移民史をよくまとめている。Dirk Hoerder, Cultures in 
Contact：World Migrations in the Second Millennium（Durham, NC, 2002）. 2005 年から「グローバル移民史」プ
ロジェクトがはじまった。これは「非西欧世界における移民の経験について全面的に考察しようとする」ものであ
る。次のサイトを参照されたい。http://www.iisg.nl/research/gmhp.php（accessed October 15, 2012）．
（４６）　最近の業績として次のようなものがある。Gopalan Balachandran, “Circulation through Seafaring：Indian 
Seamen, 1890-1945,” in Claude Markovits et al., eds., Society and Circulation：Mobile People and Itinerant Cultures 
in South Asia, 1750-1950（New Delhi, 2003）, 89-130；Jan Lucassen, “A Multinational and its Labor Force：The 
Dutch East India Company, 1595-1795,” ILWCH, 66（2004）：12-39；Michael H. Fisher, “Working Across the 
Seas：Indian Maritime Labourers in India, Britain, and in Between, 1600-1857,” and Ravi Ahuja, “Mobility and 
Containment：The Voyages of South Asian Seamen, c.1900-1960,” both in Rana Behal and Marcel van der 
Linden, eds., India’s Labouring Poor：Historical Studies c.1600 - c.2000（New Delhi, 2007）, 21-45, and 111-41；
Matthias van Rossum et al., “National and International Labour Markets for Sailors in European, Atlantic and 
Asian Waters, 1600-1850,” Research in Maritime History, 43（2010）：47-72；Leon Fink, Sweatshops at Sea：
Merchant Seamen in the World’s First Globalized Industry, from 1812 to the Present（Chapel Hill, NC, 2011）.
 　鉄道工事の労働者や鉄道労働者の歴史については，多くの国々について研究が行なわれている。さまざまな国の
史料を用いて鉄道に関する労働のグローバル・ヒストリーを書くのは，興味深い仕事になるだろう。
（４７）　Jasmien Van Daele et al., eds., ILO Histories：Essays on the International Labour Organization and Its 
Impact on the World During the Twentieth Century（Berne, 2010）；Isabelle Lespinet-Moret and Vincent Viet, 
eds., L’Organisation internationale du travail. Origine, développement, avenir（Rennes, 2011）；Sandrine Kott 
and Joëlle Droux, eds., Globalizing Social Rights：The ILO and Beyond（London, 2012）；Marcel van der Linden, 
ed., Humanitarian Intervention and Changing Labor Relations：The Long-term Consequences of the Abolition of 
the Slave Trade（Leiden and Boston, 2011）. 
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りわけ植民地）において，自由でない労働者を管理するための，重要な労働管理技術（labor-

























英領インド，オーストラリアの 5 か国にまたがっている。その結果，少なくともこれら 5 か国の労
働者たちはさまざまな体験をしたわけだが，これに関する史料をまとめてその全体像を描くことに
（４８）　Bill Cooke, “The Denial of Slavery in Management Studies,” Journal of Management Studies, 40（2003）：
1895-1918；Elizabeth Esch and David Roediger, “One Symptom of Originality：Race and the Management of 
Labour in the History of the United States,” Historical Materialism, 17（2009）：3-43；Marcel van der 
Linden, “Re-constructing the Origins of Modern Labor Management,” Labor History, 51（2010）：509-22. 
（４９）　Richard Biernacki, The Fabrication of Labor：Germany and Britain, 1640-1914（Berkeley, 1995）, 471. 
（５０）　私はローザ・ルクセンブルクに従っている。Rosa Luxemburg, “Einführung in die Nationalökonomie,” in 
Luxemburg, Gesammelte Werke, vol.5（Berlin, 1985）, 524-778, 引用 557-60. 英訳がある。section Ⅳ of Rosa 





















ての伝記はほとんど存在しない。オラウダ・イクイアーノ（1745 年頃～ 1797 年）の貴重な日記は
そのひとつである。けれども，それは例外と言うべきである（５２）。グローバル・レイバー・ヒスト
リーの研究者たちは，この困難にもめげず，研究に乗り出しつつある。例えば，24 歳でスリナム






たる抵抗だけでなく，頼母子講（rotating savings and credit associations）や互助会（mutual aid 
（５１）　この個所は次の書物の序章にもとづく。Bernd Hausberger, ed., Globale Lebensläufe：Menschen als Akteure 
im weltgeschichtlichen Geschehen（Vienna, 2006）.
（５２）　The Interesting Narrative of the Life of Olaudah Equiano, or Gustavus Vassa, the African. Written by 
Himself（New York, 1791）.
（５３）　Kathinka Sinha-Kerkhoff et al., eds., Autobiography of an Indian Indentured Labourer：Munshi Rahman 































（５４）　Sjaak van der Velden et al., eds., Strikes Around the World, 1968-2005（Amsterdam, 2007）；Marcel van 
der Linden, ed., Social Security Mutualism：The Comparative History of Mutual Benefit Societies（Berne, 1996）；
Abram de Swaan and Marcel van der Linden, eds., Mutualist Microfinance：Informal Savings Funds from the 
Global Periphery to the Core?（Amsterdam, 2006）. 叛乱のグローバル・ヒストリーが 2011 年 6 月に IISH で開か
れた（コーディネーターはマーカス・レディカー（Marcus Rediker），ニクラス・フリクマン（Niklas Frykman），
レックス・ヘールマン・ファン・ヴォス（Lex Heerma van Voss）である）。消費者生活協同組合についての大規
模なプロジェクトが，スウェーデンの労働運動文書館・図書館（Arbetarrorelsens Arkiv och Bibliotek）によって
進められている（コーディネーターはメアリ ・ーヒルソン（Mary Hilson）とシルケ・ノイシンガ （ーSilke Neunsinger）
である）。
（５５）　このチャルゴラ逃散（Chargola exodus）についてはニティン・ヴァルマ（Nitin Varma）がモノグラフを準


































（５６）　Silver, Forces of Labor, 131-2. 



























　本稿は，オランダの労働史家マルセル・ファン・デア・リンデン（Marcel van der Linden）が
2012 年に『国際労働史・労働者階級史研究（International Labor and Working-Class History）』誌
（以下 ILWCH と略）の第 82 号（2012 年秋）に発表した，“The Promise and Challenges of Global 
Labor History” の全訳である。
　リンデンは 1952 年に生まれ，社会史国際研究所（IISH）の研究部長（director of research）を
2014 年まで務め，現在は上級研究員である。またアムステルダム大学社会科学・行動科学学部
（Faculty of Social and Behavioural Sciences）教授として社会運動史を教えている（１）。その他に
2009 年から 2012 年にかけて中国の南京大学で兼任教授（Concurrent Professor）を務めた。
　リンデンは多産な著作家であって，大学のサイトに掲載されたこの 10 年ほどの論文を数えてみ
ると，2008 年 3 本，2009 年 6 本，2010 年 2 本，そして 2016 年には，数年間のブランクを埋める







（１）　http://www.uva.nl/profiel/l/i/m.m.vanderlinden/m.m.van-der-linden.html　2017 年 5 月 1 日取得。
（２）　http://www.uva.nl/profiel/l/i/m.m.vanderlinden/m.m.van-der-linden.html　2017 年 7 月 1 日取得。
（３）　Marcel van der Linden, Transnational Labour History：Explorations（Ashgate, 2003）；Marcel van der 
Linden, Workers of the World：Essays toward a Global Labor History（Brill, 2008）；Jürgen Kocka and Marcel 




会があったからである。今年（2017 年）の 3 月に大原社会問題研究所から派遣され，インドの
ニューデリー（４）で開かれたグローバル・レイバー・ヒストリー・ネットワーク（GLHN）第 1 回会











が開拓された。そして 1960 年代からは，E.P. トムスンやハーバート・ガットマンやデイヴィッド・
モンゴメリーらによって，職場や地域での人びとの集団行動を取り上げた新労働史（new labor 
history）が開拓された。最初は白人男性が取り上げられたけれども，やがて黒人，女性なども対









リ国立労働研究・研修機構（V.V.Giri National Labour Institute）」が会場であった。この施設はインドの JILPT
（労働政策研究・研修機構）に相当する。ただ，興味深いのは，労働史に関する研究センターがあって，大原社研
のように労働組合の史料を精力的に収集していることである。
（５）　会議の全容は本誌 8 月号（706 号）をご覧いただきたい。また議事録旨が ITH のサイト http://www.ith.or.at/
partner_e/glhn_2017_conference_report.pdf に掲載されている。
（６）　リンデン，ソープ著，浅見和彦・五十嵐仁訳「革命的サンジカリズムの台頭と衰退」『大原社会問題研究所雑







　リンデン論文が掲載されたのは ILWCH の第 82 号である。この論文が冒頭で述べているように，
この雑誌はグローバル・レイバー・ヒストリーの出発点である。そこで，その歩みをより詳しく見
てみよう（８）。























（８）　以下は ILWCH（82）Fall 2011 の諸論文にもとづく。
（９）　モンゴメリーはこの号が刊行される前の年（2011 年 12 月）に亡くなった。そこで緊急に，この号で追悼特集
が組まれた。本稿の記述はこれに寄せられた論文を参考にしている。なおモンゴメリーの経歴については，
Marcel van der Linden, “Obituary：David Montgomery,” International Review of Social History（57）2012 およ










































































バルな半植民地運動の歴史研究を準備しつつあった。“A Conversation with David Montgomery, May 27, 2011” 
ILWCH（82） 2013, p.24. 
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化している。
　では労働史の分野ではどうかというと，まだ活発とは言えない状況である。グローバル・ヒスト
リーは労働の問題を焦点に据えなければならない。本論文が日本におけるグローバル・レイバー・
ヒストリーの研究を促すことになれば幸いである。
（3）「管理」の問題をどう考えるか
　リンデンは後半で，従属論に関連して，では「中枢国の「高賃金」は，どの程度，豊かな国と貧
しい国との不等価交換の直接の結果なのだろうか」と自問し，それに自答して次のように書いてい
る。
　　 「中枢国労働者の報酬は，その多くの部分が，平均生産性が高いこと，技能が高いこと，組織
行動の能力（organizing ability）が高いこと，そしてその結果として達成される高い内生的経
済成長（indigenous economic growth）に帰することができる。この点についてはさらに科学
的研究を進める必要があるだろう。」（本誌 74-75 頁）
　これは先に指摘した，「東アジアがグローバル・レイバー・ヒストリーの弱い環だ」という論点
にも関連する。
　つまりこの個所は，中枢国の労働史を研究するときには人事管理，生産管理，組織行動など，経
営や管理の問題を考えなければならないことを示唆しているのである（１４）。
　その意味で，グローバル・レイバー・ヒストリーの対象には生産性の向上や，技能養成や，人事
管理，あるいは国際的な労働政治なども含まれる。つまり生産性運動や，管理技術の国際的伝播
や，世界労連・国際自由労連なども，グローバル・レイバー・ヒストリーの研究対象となる。この
点は本論文ではほとんど扱われていない。
　他方，この論文がこれからの日本の労働史研究に示唆するものも大きいと思われる。というの
は，2000 年頃から，「日本的経営」華やかなりし頃には巌のように盤石だと思われた体制が，崩壊
する兆しを見せているからである。この数年間を見ても，東京電力，シャープ，東芝などの衰退
は，まるで巨岩に生じたひび割れのように見える。
　それにともない，さまざまな形での非正規労働者が増えている。それとともに，非正規労働を対
象とした労働史研究が活況を呈している。今後はそれらが労働史研究の主流になってゆくのではな
いだろうか。
　だとすれば，伝統的な賃労働者に跼蹐した従来の労働史に再検討を迫る，この論文の意義は，日
本の研究者にとっても大きいと言わねばならない。
 （きのした・じゅん　法政大学大原社会問題研究所嘱託研究員／元國學院大學経済学部教授）　
（１４）　リンデン論文も管理の問題に言及しているが，それは奴隷制に関連するものである（本誌 76 頁）。
